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今
年
の
こ
ど
も
議
会
は
沼
田

中
学
校
３
年
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

　

そ
の
勉
強
の
一
環
と
し
て「
公

民
」
の
時
間
に
議
会
議
員
全
員

で
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
方
議
会
と
は
な
に
か
」「
議

員
と
町
長
の
違
い
は
な
に
か
」

な
ど
解
り
易
く
説
明
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
「
女
性
議
員

は
い
な
い
の
か
」
と

か
「
ど
の
よ
う
な
条

例
が
あ
る
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
中
学
生
た

ち
は
９
月
定
例
会
の

傍
聴
を
経
て
11
月
に

こ
ど
も
議
会
が
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
い
つ
も

と
は
違
っ
た
斬
新
で

初
々
し
い
議
会
を
傍

聴
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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　今後、コンパクトエコタウン構想につい
ては、更なる町民への周知がポイントにな
ると思います。努力を期待します。
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�t ていねいな説明を心掛ける

弁天公園に時計を設置

中学生に議会のしくみについて説明しました

　

昨
年
は
小
学
４
年
生
が
子
ど
も
議
会
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
生
な
ら
で
は
の
意
見

を
堂
々
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。『
教
室

が
暑
す
ぎ
る
』『
帰
る
時
間
が
わ
か
ら
な

い
の
で
公
園
に
時
計
が
ほ
し
い
』
な
ど
の

意
見
が
あ
り
政
策
に
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
時
計
が
緑
町
公

園
と
弁
天
公
園
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
４
年
８
月
７
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　町観光協会は、本年４月に観光情報プラザ内に
事務所を開設し専門スタッフを常駐させての会運
営を始めました。
　現状、３名の観光協会職員と商工会役職員、役
場担当職員が力を合わせながら観光関係の事業を
進めています。
　既定の事業運営に追われながらの組織運営シス
テムの改変のため、不恰好な事態に陥ることが多々
あり決してスムーズとは言えませんが、着実に新
しい観光協会へと生まれ変わりつつあります。
　沼田町は、今や北海道を代表する夏祭りとなっ
た「夜高あんどん祭り」を始め、「ほたる祭り」，「雪
夏祭」など多くのイベントを抱え、様々なユニー
クな取り組みを行っていることもあり、マスコミ
はもちろん、国、道、他の自治体からの注目度が
高い町となっています。
　しかしながらその注目度の拡大に対し、情報の
受発信の体制が追い付いておらず、観光事業（物
販を含む）を通しての地域発展においては決して
満足いく結果は得られていない状況が続いていま
す。
　観光関連情報を有益に活用するには豊富な予算
と人員があるに越したことにありませんが、現状
ではないものねだりでしかなく効果が上がらない
言い訳にもなりません。
　これまで小さな身体で大きな結果を得てきたの
が沼田町の歴史であり沼田人の心意気です。
　限られた予算と人員そしてあらゆる財を効率よ
く活用し知恵と努力で大きな結果を得るよう努力
していきたいと思います。
　町民一人一人が町の広報マンです。ぜひ気軽に
観光協会にお立ち寄りください。
　みなさんの何気ない一言や情報から何かが生ま
れます。

商工会会長
観光協会会長 吉 住  淳 男

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

今
年
４
月
か
ら
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
変
わ
り
ま
し
た
。

来
年
は
10
％
と
な
り
法
人
税
が

下
が
り
ま
す
。

「
増
税
反
対
」
と
叫
ん
で
い
た

方
々
が
首
相
や
財
務
大
臣
な
る

と
、「
消
費
増
税
や
む
な
し
」

と
な
る
。

　

今
年
度
の
国
の
予
算
は
96
兆

円
、主
な
税
収
は
50
兆
円
で
内
、

消
費
税
で
15
兆
円
、
所
得
税
で

14
兆
円
、
法
人
税
で
10
兆
円
と

な
る
。

　

一
方
の
歳
出
は
高
齢
化
に
伴

う
社
会
保
障
費
で
30
兆
円
、
道

路
な
ど
を
補
修
す
る
公
共
事
業

費
で
６
兆
円
、
地
方
交
付
税
は

16
兆
円
、
国
債
費
23
兆
円
と
な

り
、
国
の
借
金
は
１
千
兆
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

当
然
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
、
増
税
す
る
し
か
な
い
。

　

皆
さ
ん
の
払
っ
た
税
金
で
何

を
望
み
、
何
を
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
考
え
、
今
後

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
使
い
道
が
求

め
ら
れ
て
い
く
。

あ
と
が
き

みんなでつくる
 新しい観光協会

　

沼
田
町
議
会
の
杉
本
議
長
、

絵
内
議
員
、
浅
野
前
局
長
に
北

海
道
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功

労
者
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
議
長
は
町
村
議
会
議
長

と
し
て
７
年
以
上
、
絵
内
議
員

は
町
村
議
員
と
し
て
15
年
以

上
、
浅
野
前
局
長
は
議
会
事
務

局
と
し
て
７
年
以
上
で
す
。

　

大
変
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

杉
本
議
長　
皆
さ
ん
の
お
か
げ

を
も
っ
て
表
彰
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

絵
内
議
員　
長
年
に
わ
た
っ
て

活
躍
で
き
た
の
も
地
域
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

浅
野
前
局
長　
い
ろ
い
ろ
と
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

功
労
者
表
彰
に
３
氏

絵内議員へ伝達

浅野前局長へ伝達


